
 

令和７年度第１回兵庫県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会 開催概要 

 

 

１ 開催日時 令和７年７月２５日（金）１０：００～１２：００ 

 

２ 開催場所 兵庫職業能力開発促進センター 研修室５ 

 

３ 主な議題 

（１）令和６年度業務実績について 

（２）施設部会の開催報告 

（３）その他 

 

４ 議事経過 

  主な意見は以下のとおり。 

 

（訓練全体について） 

 ○ 応募者が少ないコースは、そもそも対象者に訓練の情報が届いていない可能性

や情報が届いていたとしてもメリットが認知されていない、自分には関係ないと

認識されている可能性があるため、広報を行う際には、対象者の属性を明確にし

た上で、その対象者にどのような情報を伝えるべきかを十分に検討していただき

たい。 

 

（離職者訓練について） 

 〇 技術を身につけることも訓練の目的ではあるが、求職者の方は、その先の就職

や、身につけた技術が実際の職場でどのように活かせるかが気になると思われる

ため、求職者の方が自分のキャリアに具体的なイメージが持てるような情報を分

かりやすく伝えていただきたい。 

○ 就職率の高さは、求職者に対するアピールポイントの一つであるが、人手不足

の状況を考慮すると、それだけでは不十分と思われる。例えば受講者アンケート、

満足度調査等の結果や、「就職後に役に立ったこと」、「希望した労働条件の企業に

就職できた」等の訓練受講者からの情報やコメントをアピールすることで、ハロ

ーワークの担当者がより求職者の方へ訓練受講を薦めやすくなるため、検討いた

だきたい。 

 ○ 訓練を受講し、スキルを身につけてから就職することで、仕事理解がスムーズ

にできるようになるなどのメリットがあるため、引き続き関係機関と協力し、 

離職者訓練をアピールしていただきたい。 

 

 



（在職者訓練・生産性向上支援訓練について） 

 〇 在職者訓練でオーダーメイドコースを実施しているが、「何でも対応可能」と

言われると、企業側は具体的に何を依頼すればよいか分からず躊躇してしまうた

め、訓練を利用することのメリットを、短い時間で分かりやすく伝える工夫をし

ていただきたい。 

○ コース数が多いため、条件に合致するコースを探すのに手間がかかる。例えば

オンライン上で自社の条件を入力すると、候補のコースが提示されるような仕組

みがあると、利便性向上に繋がるため、検討いただきたい。 

 

（求職者支援訓練について） 

 〇 実施機関における模範的なロールモデルを設定し、その情報を民間教育訓練機

関へ示していくことで、企業が訓練の担い手となることへの動機づけになる可能

性があるため、検討いただきたい。 

 

（その他） 

〇 ポリテクセンターは、様々な雇用支援の取組を通じて地域に貢献しており、 

ポリテクセンターが尼崎市に設置されていることに自治体としても非常に感謝

している。今後も一緒に盛り上げていきたいと考えているため、求職者の方に 

ポリテクセンターをより活用していただけるような連携のあり方を検討してい

きたいので、ご協力いただきたい。 
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